
No.1

本 工 事 吾 集 計 表数

区 町

備  考単 位

箇 所

組

m

m3

m3

m3

m3

箇所

設計数量

1

1

234

19

44

04

56

56

83

1

算 式

別紙数量計算書より

別紙数量計算書より

別紙数量計算書より

別紙数量計算書より

別紙数量計算書より

別紙数量計算書より

別紙数量計算害より

規 格

平均マンホール深 H=1753m既設流用

φ150mmハ
・
ックホウクレーン機能付 17t吊 山積028m3[平積02m3]

φ100mmハ 'ックホウクレーン機能付 17t吊 山積028m3[平積02m3]

廃フ
°
ラ(処理困難物)

′ヽ・ックホウ山積023m3[平積02m3]

流用土 ハ
・
ックホウ山積028m3[平積02m3]

山土(盛土用)A・ックホウ山積023m3[平積02m3]

再利用撤去

ェ  種 ・ 細  目

マンホールエ

牟二立マンホールエ

組立1号マンホー)レ

マンホール蓋調整エ

マンホーザレ蓋調整

付帯エ

既設構造物撤去エ

既設管撤去

硬質塩化ヒ上ル管撤去エ

硬質塩化ヒ七ル管撤去エ

現場発生品・支給品運搬

廃棄物処分費

機械掘削工(ハ
・
ックホウ)土留あり

機械投入埋戻工(ハ
・
ツクホウ投入+タンハ

°
締固め)

機械投入埋戻工(ハ
市
ックホゥ投入+タンヽ

°
締固め)

既設人孔撤去



本管掘肖1土量 内訳集計表 工事名 高月東第一処理分区下水道移設工事 (高月町重則)

費用区分 単独

基面整正
[m2]

掘削土量計
′
[m3]

42.849

42849

掘削下水
[m3]

421849

42349

掘削土木
[m3]

掘肖1機械

028m3(020)

合 計

処理種別  当初 1/1ページ



本管埋戻土量 内訳集計表 工事名 高月東第一処理分区下水道移設工事 (高月町重則 )

34.965土量合計

費用区分 単独

掘削機械 028m3(020)｀

埋戻種別

流用上

流用B区分流用A区分埋戻B2

31185

埋戻Bl

31 1853

37801

埋戻Al

処理種別  当初 1/1ページ



本管発生土処理 内訳集計表 工事名 高月東第一処理分区下水道移設工事 (高月町重則)

Ⅲ

費用区分 単独

合計

下水道

4037

4.037

一般土木

BH0 80m3(060)[m3]

下水道一般土木

BHO,45m3(035)[m3]

下水道一般土木

BH0 28m3(0.20)[m3]

下水道

4.037

4037

工般土木

BH013(010)[m3]

下水道一般土木

人力[m3]

下水道―般土木

運搬機械

DT4t

合 計

4.037合 計

処理種別  当初 1/1ページ



本管布設 内訳集計表 工事名 高月東第一処理分区下水道移設工事 (高月町重則 )

費用区分 単独

管種  VU管

区間延長
[m]

18.00

マンホール
削孔[箇所]

管布設エ
[m]

可7.000

管 材料責

副管継手(内)[本]副管継手(外)[本]調整管[本 ]

1

片受直管 [本 ]

150
|

4

管径
[mm]

処理種別  当初 1/1ページ



本管 基礎工 内訳集計表 工事名 高月東第一処理分区下水道移設工事 (高月町重則)

費用区分

基礎高[m] 0,365

単独

合 計

6513

6.513

管防護工 [m3]

BHO,80m3(0,60)BHO.45m3(0,35)BH0 28m3(020)

|
4.623

4.623

BH013m3(010)人 力

基礎工 [m3]

BHO.30m3(0,60)BHO.45m3(0.35)BH0 28m3(0.20)

1890

1890

BHO_13m3(010)人 力

種 別

砕砂

合 計

管渠延長合計 17100

処理種別  当初 1/1ページ



土留工集計表 (本管) 工事名 高月東第一処理分区下水道移設工事 (高月町重則)

エ

費用区分単独

管種  VU管

矢板  アルミ矢板

掘削深毎 合計

2.01-205

18000総合計

1埋響筆
種

合計

18000

18000

18.000

|

18.000

18000

381-5351-38331-353.01-33

|

251-26 261-3

|

2.06'Ψ 25

18.000

18000

|

18.000

|

1.56-21.51-155

土留めなし

-1.5

-0.97

～ 122

掘削深 [m]

掘削幅 [m]

～097

-1.22

^ψ 162

～ 162

0.28m3
(0.20)

掘削幅
毎合計

処理種別  当初 1/1ページ



マンホ‐ル設置工 集計表 (1)

費用区分 単独

蓋受枠 T-14(φ 600) 1箇所

工事名 高月東第一処理分区下水道移設工事(高 月町重則)

平均
マンホール深

[m]

1753

蓋患ぇ枠
[箇所]

調整金具[個 ]

45mm25mm15mm

調整リンゲ[個 ]

15cm10cm

1

1

5cm

直壁[個 ]

030609121518

斜壁[個]

0304506

躯体フ・白ック[個 ]

0609121518

底版
[個 ]

インハ
マ_ト

[個 ]

2

2

設置
箇所数
[箇所]

1

1

マンホール形式

1号

合 計

1753

※材料は既設NoO人孔を流用する。

処理種別  当初



マンホール設置工 集計表(2) 工事名 高月東第一処理分区下水道移設工事(高月町重則)

費用区分 単独

蓋受枠  Tコ 4(φ 600)

マンホール形式

1号

合計

VU300VU250VU200VU150

2

2

VU125VU100PRP300PRP250PRP200PRP150HP300

ゴム製ジョイント[箇所]

HP250予備予備予備予備予備予備φ300φ250φ200φ́150φ125

管削孔[箇所]

φ100

処理種別  当初



マンホール ブロック据付工 内訳集計表 工事名 高月東第一処理分区下水道移設工事 (高月町重則)

費用区分   単独

蓋受枠     T-14(φ 6oO)

マンホール形式 1号

合計

エ

～ 500[m] 合計

1

1

ん 000[m]

付工 [箇所]

～000[m]～ 6.00[m] ～ 99900[m]～ 400[m]
～

3.00[m]

1

巧

処理種別  当初 1/1ページ



底部工 集計表 工事名 高月東第一処理分区下水道移設工事 (高月町重則 )

費用区分 単独

蓋受枠  T-14(φ 600)

マンホT,レ

形式 底部工なし

1

1

砕石ぐRC-40)栗石

1

管径
[mm]

(インバート有 )底部工  [箇

1501号

合計

処理種別  当初 1/1ページ



取付管 掘削土量.内訳集計表 工事名 高月東第一処理分区下水道移設工事 (高月町重則)i

費用区分 単独

掘削下水
[m3]

7237

7.237

掘削機械

0.23m3(020)

合計

処理種別  当初 1/1ページ
｀



取付管 埋戻土量 内訳集計表 工事名 高月東第一処理分区下水道移設工事 (高月町重則)

5899土量合計

費用区分 単独

掘削機械 028m3(020)

流用上

埋戻土量[m3]

流用B区分流用A区分埋戻B2
5.202

5202

埋戻Bl

06971

埋戻A2
0.697

埋戻Al
埋戻種別

合計

処理種別  当初 1/1ページ



取付管発生土処理 内訳集計表 工事名 高月東第一処理分区下水道移設工事 (高月町重則)

費用区分 単独

運搬機械

合 計 0688

合計

0688

0688

BH9.80m3(060)
[m3]

BHO.13(0.10)

[雨 3]

BH0 23m3(020)
[m3]

BHO.45m3(0.35)
[m3]

0688

人力[m3]

DT4t

処理種別  当初 1/1ページ



取付管布設 内訳集計表 工事名 高月東第一処理分区下水道移設工事 (高月町重則 )

費用区分

取付管管種

単独

VU管

取付管長区分 (平均)300m未 満

区間延長
[m]

4.60

460

管渠延長
[m]

40
|

4,088

4088

取付管
管布設エ

[m]

4.0

リブ管

250

リフ菅

200

リフ管

150

VU管

250

VU管

200

VU管

150

2

2

管 材料費

キ
脳プ

1上鷲手曲管
[本 ]

2

2

短管計
[本 ]

6

6

垂直短管
[本 ]

1

1

短管
[本 ]

5

5

取付管
箇所数
[箇所]

2

2

取付管
管径
[mm]

100

合計

処理種別  当初 1/1ページ



取付管 基礎工 内訳集計表 工事名 高月東第一処理分区下水道移設工事 (高月町重則)

費用区分 単独

管種  VU管

管径 φ 100

合計

2取付管箇所数[箇所]

管防護工 [m3]

BH0 80m3(0.60)BHO.45m3(035)BH0 28m3(020)

0705

0705

BHO.13m3(010〕人 力

|

基礎工 [m3]

BH0 80m3(060)BHO.45m3(035)BH0 28m3(0.20)

0.348

0348

BH0 13m3(010)入 力

種別

砕砂

処理種別  当初 1/1ページ



路盤工 内訳集計表 工事名 高月東第一処理分区下水道移設工事 (高月町重則)

費用区分 単独

施工区分 車道

仕上がり
厚
[m]

合計

路盤工2[m2]

山土(盛土
用)

埋戻土
別途計上

M-40M-30C-40C-30

21327

2132巧

RC-40RC-30流用上

路盤工1[m2]

RC-30 C-30 C-40 M-30 M望0
締 上

山土(盛
用)

0.10

処理種別  当初 1/1ページ



費用区分 単独

路線名 1

現況舗装厚 [m]

日進量[m/日 ]

人孔番号

下流側 既設No.5

上流側 Ml

土量計算書 主事番号団 工事名 高月東第一処理分区下水道移設工事(高月町重則)

スパン番号 01-00 管種 VU管   管径[mm]150  矢板 アルミ矢板 破砕機械 o28m3(020)日 50]掘削機械 028m3(020)日 50]

005復旧舗装厚[m]   o oO管 防護厚[m] ,o lo 管基礎厚[m]   o.10 流用可能層厚[m] o o00 □ 下流マンホー,レ削子と接続

運搬機種 DT4t

□ 上流マンホール削孔接続

ステツプ   0020本管勾配[96。]   3.000管 渠継手無し[m]17100調 整管[本 ] 0275 矢板設置率[%] 100000流 用余り[m3] o ooo
区間延長 管

[m]
18.00

訂長管
需長 地盤高

[m]
10111

100.25

98443

98497

98.335

98389
98.423

副管継手

なし

扁F戸 警晋語]堀裂暦 誘擦撮]掘削幅[m]蓬品野面上量[m3] 至貿昂雷 片岳尋管 調言ξさ 憲普晶]

0,90 17100 2775

1861    2318      105     2433 43794      0.000 4 1.100

18.00 X

18_00 x

1800 ×

2 0.oo[m]

105

1 05  x    O.05

舗装切断 .

舗装取壊

舗装取壊

掘削[土木]

基面整正

掘削[下水]

発生土処理

埋戻管基礎 砕砂

埋戻管防護 砕砂

36,000[m]

18900[岳2]

0.945[m3]

0.000[m3]

0000[m2]

42849[m3]

4037[m3]

1.890[m3]

4623[m3]

43794-   0.945

43794 -   o945-‐   0000-  38811 +

18.00 x     105 x   010-■    0000
1800X  105X(  0165+  010)一
1800 X   0165 ^2X0785

0.000

路面復旧  車道 再生密粒度ASl

埋戻Al区 分

埋戻A2区分    流用上

埋戻Bl区分

埋戻B2区分    流用上

路盤工 1区分 車道

路盤工2区分 車道 c-30

分 流用上

流用土流用B区分

0.000[m2]

0.000[m3]

3.780[m3]

0000[m3]

31.185[m3]

0000[m2]

18,900[m2]

0000[m3]

0000[m3]

1800 ×

1800 X

1800 X

18.00 x

1800 ×

000 x

18.00 x

105

1105  X

105 X

l.05  X

105  x

O.00  ‐

105

復 旧舗装厚

000

020 -

000

165 -

路盤厚可

路盤厚 2

0000 +    o ooo

0000

0 oo[m]

0,lo[m]

処理種別   当初 1/1ぺ Tジ



マンホール設置工(1)計算書 工事名 高月東第一処理分区下水道移設工事(高 月町重則)

費用区分 単独

マンホール形式  1号

調整金具[個 ]

45mm25mm15mm15cm10cm

1

5cm
直壁[個 ]

030609121518

斜壁[個 ]

0304506

躯体フロツクL個」
0609121518

FEi慎

[個 ]

インハ
イ
ート

[個 ]

1

2

人孔深

[m]

1753

21687

人孔番号

Ml

既設血5

合計

蓋受枠

※Mlは既設No.9人孔を流用する。

処理種別  当初



マンホール設置工(2)計算書 工事名 高月東第一処理分区下水道移設工事(高月町重則)

費用区分 単独

マンホール形式  1号

管口止水[箇所]

φ200φ100

ゴム製ジヨイント[箇所]

VU300VU250VU200VU150

1

1

2

VU125VU100PRP300PRP250PRP200PRP150HP300HP250
管削孔 [固所 ]

予備予備予備予備予備φ300φ250φ200φ150φ125φ100

人孔深

[m]

1753

2687

人孔番号

Ml

既設No.5

合計

処理種別  当初



取付管土量計算書 工事番号 01 工事名  高月東第一処理分区下水道移設工事 (高月町重則)

上流側人孔番号Ml    下流側人孔番号 既設Na5  矢板 矢板なし   □ 人孔取り
｀

スパン番号

平均掘削深 平均落差 平均桝深 現況舗装厚 舗装復旧厚 管基礎厚 管防護厚 流用可能層厚 流用余り  構造深
1350        0900        090          000           000       010       010           0000      0000       000

費用区分

路線名

単位 :[m]

単位 :[m]

桝種類

塩ビ汚水桝200「  汚水桝樹脂蓋
出100(3方)   (φ 200)

単独

1           取付管番号 01

区間延長 管渠延長 掘削延長 舗装延長

275       2666      2505      2117

埋戻路盤工厚1 埋戻路盤工厚2
000              0100

蓋受枠 取付  内管止め
箇所数  箇所数

01-00

構造幅 構造迄幅

000       000

管種 1管径 [mm]1破砕機種  1掘 削機械  1運搬機種 金融深 1穏評
幅

o LJ土留あり
L上 流継手

□ 管口止水
本管側  l vu管

妊邪ロイマト1堅ξ偶‖ 十VII塘堅J

150

100 028m3(020)0,RmarOク oぅ ID+4モ

075× 000 - 000× 000 X     075 )X

2053 1   0000 1    105

075

舗装切断
舗装取壊
舗装取壌

掘削下水

流用可能土量

土量

発生土処理

配管工

埋戻管基礎

埋戻管防護

路面復旧

埋戻Al区分

埋戻A2区分

埋戻Bl区分

埋戻B2区分

砕砂
砕砂
再生密粒度AS13

流用上

流用上

2117 ×

2505 X
2505 X
2536 +
2536 -
2666 +
2666 X
2666 ×

00∞  X
2666 X
2666 X
2666 X
2536 -(

+    0000 +

0000 X
2刊 7 ×

2117 X

2666 -
2053 -

0

1

1

1 -

1 -

0

岡

‥
ｍ

２

Ｅ
ｍ

３

Ｅ
ｍ

３

Ｅ
ｍ

３

Ｅ
ｍ

３

Ｅ
ｍ

３

同

Ｅ
ｍ

３

Ｅ
ｍ

３

Ｅ
ｍ

２

Ｅ
ｍ

３

Ｅ
ｍ

３

Ｅ
ｍ

３

Ｅ
ｍ

３

0

0

Ｅｍ２ュＥｍ２ュ
岡
田
岡
困
閑
岡
閑
囮
岡
団
困

０。

８７

００

００

００

３

１

０

１

１

１

１

０

075 X
075 X
075 X
0000
0000 -
2053 -
075 X
075× (

0:00 X
075 X

075 X
075X

0000 +

0400 +

000 X
1350 〒

0000う X

1944+
1800 )x
010+
0114+

1

000 X

020 +
000 X

0399 +

0199 +

1

2117 X
1

0000
1

0000Ⅲ 文

olo)一

1

0000)x
1

0000 +
2666 X

1

2666X

0000X
0114X

0114 ^2X 0785   )×

0000

000 1-    1587 X

0114 X   0785 X

010

1) 0000

路盤工1区分 車道

路盤工2区分 車道 c-30 、

復旧舗装区分 車道
流用A区分    流用上

流用B区分    流用上

短管
垂直短管

キャップ

由管 .
ツケット

桝       塩ヒ」汚ノk桝200-出 100(3方 )

蓋   汚水桝樹脂蓋(め 200)

上流継手

000 X
075 X

000 X

0300 )/
180 )/

X

‐

‐

７５

Ｘ
　
Ｘ

処理種別  当初 1/2ページ



費用区分

路線名

単位 :[m]

単位 :[m]

桝種類

1号

取付管土量計算書
単独   ‐

1           取付管番号 02

区間延長 管渠延長 掘削延長 舗装延長

185       1422      2325      0800

埋戻路盤工厚1 埋戻路盤工厚2
000              0100

基辮   鵬 聯
T-14(φ 600)

工事番号 01 工事名  高月東第一処理分区下水道移設工事 (高月町重則)

上流側人孔番号Ml    下流側人孔番号 既設No.5  矢板 アルミ矢板  L~人孔取リ  スパン番号

平均掘削深 平均落差 平均桝深 現況舗装厚 舗装復旧厚  管基礎厚 管防護厚 流用可能層厚 流用余り  構造深

1926        0253        180          000     
‐
     000       010       010           0000      0000       000

01-00 
°

構造幅 構造迄幅

000       000

管種 1管径 [mm]1破砕機種  1掘削機械  1運搬機種 1訴]均

土被り
合計漂 1撮烈幅

本管側 Vu管 2053 0000     105

舗装切断

舗装取壊

舗装取壊

掘削下水

流用可能土量

土量

発生土処理

配管エ

埋戻管基礎

埋戻管防誰

路面復 旧

埋戻Al区分

埋戻A2区分

埋戻Bl区分

埋戻B2区分

砕砂
砕砂
再生密粒度AS13

流用上

0800 X
2325 X
2325 X
4701 +
4701 -
1422
1422 X
1422 X
0000 X
1422 X
1422 X
1422 X
4701 二

 (

+・    0000 +

0000 ×

0800 X
0800 X

4604 +
Ⅲx

010+
0114+

1

000 ×

020 +
000 X

0298 +

0149 +

000 X
1926 -
0000)×

080 X

0800 X

0000
1

0000)x
o lo)一

1

0000)x
1

α000 +
1422 X

1

1422X

0000X
0114×

同

陀

肺

肺

附

Ｅ
ｍ３

Ｅ
ｍ３

同

Ｅ
ｍ３

Ｅ
ｍ３

陀

腑

Ｅ
ｍ３

Ｅ
ｍ３

Ｅ
ｍ３

０００

０００

０００

７０‐

０。０

７０‐

０９６

４２２

‐４９

３。５

０００

０００

２９８

０００

８５。

α

α

０

４

α

４

ａ

ｔ

α

α

Ｏ

α

α

α

＆

陀
脱
Ｅｍ３
Ｅｍ３‐ｍ３
困
閑
岡
閑
剛
団
団
困

００

４。

００

００

００

２

０

０

１

１

１

１

０

0 図 土留あり
|」 上流継手

□ 管口止水

105 X
105 X
105 ×

0000
0000 -

105 ×

105 X(
000 1×

105 X

105 X
105 X

0000 +

0305 +

105X 000と 000x 000 ×     105 )X

0114 ^2X 0785  うX

0000

流用上

路盤工1区分 車道

路盤工2区分 車道 c-30

復旧舗 J差 区分 車道
流用A区分    流用上

流用B区分    流用上

短管
垂直短管

キャップ

曲管

ツケット

桝        1暑

蓋    T-14(め 600)

上流継手

000 +    0840 X

0114 X  0785 X
010

1) 0000

００

０５

００

Ｘ

Ｘ
　
Ｘ X

(  1422 -   0300)/

一　

一
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既設管撤去 数量計算書
19m当 り

下  ′「壼 算 式 単位 新  暑 橘  事

硬質塩化ヒ・エル管

撤去工

硬質塩化ヒ・ニル管

撤去工

19!0 m 19

4.4

参考重量(1蜃 ,7kg/本 15.7/4=ョ.93kg/m)19.0*3.93=74.67kg

m 4.4

現場発生品

・支給品運搬

回 1

廃棄物処分費
廃ダラ(処理困難物)

0。 165^2*0.785*19.0ギ 0.114^2*0.785*4.4 0.451

49.571■ 0.865+7:550-0.357-1.583 56.046

本管 :平均掘削深H=2.276市 平均断面積A=2.276*1.05=2.389∬

区間延長L=20.75m  才屈削土量V=2.389*20,75

取付管1:平均掘削深二1.350m平均断面積A=1.350*0,75=1.012ポ

掘削延長L=0.855m  掘削土量V〒1,012*0.85j

取付管2:平均掘削深こ1.905m平均断面積A=1.905*1.05=2.000ポ

掘削延長L=3.775m  掘削土量卜 2.000ギ 3,775

管材控除:0.165^2*0,785*19-0.114^2*Of735*(0.93+3.85)

人孔控除 :0.147+1.039+0.313+0.084

底板 1.1^2*0.785*0.155             0:147
躯体 1.05^2*0.785*1.2             1.039
斜壁 (0.82^2*0.785+1,05^2*0.785)/2*0,45      0.313
リンク・・章ヽ 0.82^2*0,785*(0.05+0.11)                 0.084

49,571

0.865

7.550
-0.357

-1.583

m3 0.4

機械掘削工

(ハ
ミ
ックホウ)土留あり

m3 56

機械投入埋戻工

流用上

m3 56

機械投入埋戻工

罠機入土

(56.046+0.357+1.583)*1.11-56.046 8.318 m3 8.3



費用区分 単独

路線名 撤去

現況舗装厚 [m]

日進量[m/日 ]

土量計算書 工事番号 01 工事名 高月東第一処理分区下水道移設工事 (高月町重則)撤去

スパン番号 01-00 管種 ▼U管  管径[mm]150  矢板 アルミ矢板 破砕機械 o28誌3(020)日 50]掘削機械 028m3(020)日 50]

000復旧舗装厚[m]   o oO管 防護厚[m]   o,10 管基礎厚[m]   010 流用可能層厚[m] o o00 □ 下流マンホー,哨u孔接続

運搬機種 DT4t

□ 上流マンホール削子と接続

ステップ   o o08

人子と悟i号 区罵干長亨掃浮長言ξ斧長 当等ョ
101 11

10012

軒暦爵擦呂]掘削幅肺]錘
2737

1765    2276      1_05

至畳忌著 片岳昂
管 調雷ξ

さ
 穣普

本管勾配 [°/bo] 1542管渠継手無し[m]19850 管[本 ] 0962 矢板設置率[%] 100000 流用余り[m31  0000

均断面
[m2] 土量[m3]

2075      0_90 19850
齋 踏講]

98.431   98323

98463   98355

管
[m]目1管継手

98.423 なし

2.389   49571 0000 4      3850

下流側 既設Na5

上流倒 既設No,9

舗装切断

舗装取壊

舗装取壊

掘削[土木]

基面整正

掘削[下水]

発生土処理

剣

制

制

制

倒

郷

幻

制

飼

Ｅｍ
Ｅｍ
‥ｍ

‥ｍ

‐ｍ

Ｅｍ
ｈ

‐ｍ

Ｅｍ

阿
Ｅｍ２３
‥ｍ３３
‥ｍ３３
‥ｍ２ュ
Ｅｍ３ュ
岡
ほｍ３‐
‥ｍ３Ｂ

別途計算

路面復旧  車道 再生密粒度ASl

埋戻Al区分

埋戻A2区分    流用上

埋戻Bl区分

埋戻B2区分    流用上

路盤工 1区 分 車道

路盤工2区分 車道 c-30

流用A区分    流用エ

流用B区分    流用上

別途計算

埋戻管基礎 流用上

埋戻管防護 流用上

処理種別  当初 1/1ページ



取付管土量計算書 工事番号 01 工事名  高月東第一処理分区下水道移設工事 (高月町重則)撤去

上流側人子L番号既設No.9 下流側人孔番号 既設No.5 矢板 アルミ矢板  □ 人孔取リ  スパン番号

平均掘削深 平均落差 平均桝深 現況舗装厚 舗装復旧厚 管基礎厚 管防護厚 流用可能層厚 流用余り  構造深

1350        0900        090          000           000       0110       010          0000      0000       000

費用区分  単独

路線名 撤去

単位 :[m]

単位 :[m]

桝種類

塩ビ汚水桝200-
出100(3方 )

取付管番号 01

区間延長 管渠延長 掘削延長 舗装延長

1 lo       1 244      0 855      0 467

埋戻路盤工厚1 埋戻路盤工厚2
000              0100

取付  内管止め
箇所数  箇所数

01-00

構造幅 構造迄幅

000       000

蓋受枠

汚水桝樹脂蓋
(φ 200) 9 □ 土留あり

□ 上流継手

□ 管口止水

別途計算

本管側

駒 付 答 帽‖

管種    ―
管径 [mm〕 破砕機種  1掘削機械  1運搬機種 1台計深 保阜

‖幅平均土被り
[m]

l vu管       150                          1         1
:V日宅ζ      10n       : o28m3(020)nク Rm■

`0ク

0)IDT41      1

0000     1052011

07昂

舗装切断
舗装取壊
舗華取壊

掘削下水

流用可能土量

土量

発生土処理

配管エ
埋戻管基礎

埋戻管防護

路面復旧

埋戻Al区 分

埋戻A2区分

埋戻Bl区分

埋戻B2区分

砕砂
砕砂

再生密粒度AS13

流用上

流用上

[m]

[n121

[m3]

[m31

[詰 3]

[m3]

[m3]

[m]
[m3]

[m3]

[m2]

[m3]

[m3]

[m31

[ぃ8]

[m21

[m21

[m3]

[m3]

[∴3]

[本]

E本]

[個 ]

[本]

[個]

〔個]

[個]

[本]

路盤工 1区分 車道

路盤工2区分 車道 RC-30

復旧舗楽区分 車道
流用A区分    流用上

流用B区分    流用上

燈管
垂直短曽

キャップ

由管
ソケット

桝   塩ビ汚水桝200-出 100(3方 )

蓋   汚水桝樹脂蓋(め 200)

上流継手

処理種別  当初 1/2ページ



取付管土量計算書 工事番号 01 工事名  高月東第一処理分区下水道移設工事 (高月町重則)撤去

上流側人孔番号 既設No.9 下流側人孔番号 既設No.5 矢板 アルミ矢板  □ 人孔取リ  スパン番号  01-00

平均欄削深 平均落差 平均桝深 現況舗装厚 舗装復旧厚 管基礎厚 管防護厚 流用可能層厚 流用余り  構造深  構津幅 構造迄幅

1905   ′    0211         180          000           000       010       0,10           0.000      0.000       000       0:00       0.00

管種 管径 [mm]破 砕機種  掘削機械  運搬機種 子し深 1課阜
1幅平均土被り

[m]
人
「m

□ 上流継手

□ 管口止水
本管側  vu管 150

日 土留あり 酌 朴 嘗 1日  Ⅵ I害 023m3(020)o28m3(020) DT4t l fⅢ =;

別途計算

費用区分  単独

路線名 撤去

単位 :[m]

単位 :[m]

桝種類

Of予

取付管番号 02

区間延長 管渠延長 掘削延長 舗装延長

330       2927      3775      2325

埋 戻 路盤 工 厚 1 主里戻 路盤 五 厚 2
o oo             0 100

蓋受枠  ぎ群教 鳥鼻為鉾
T-14(φ 600)

1         0

流用上

[m]

[m2]
[m3]

[m3]

[m31

[m3]

[m3]

[m]
[m3]

[m3]

[m2]

[m3]

[m3]

[m3]

[m3]

[m2]

[m2]

[m3]

[m3]

[m3]

[本]

[本 ]

[個 ]

[本 ]

[個 ]

[個 ]

[個 ]

[本]

流用上

舗装切断
舗装取壊
舗集取壌

掘肖J下水

流用可能上量

五量

発生土処理

配管エ
埋戻管基礎
埋戻管防護

路面復 I日

埋戻Al区 分

埋戻A2区 分

埋戻Bl区 分

埋戻82区 分

砕砂
砕砂 

‐

再生密粒度AS13

路盤工1区分 車道

路a喜工2区分 車道 RC-30

復旧舗髪区分 草道
流用A区分    流用上

流用B区分    流用上

短管
垂直短管

キャップ

曲管
ソケット

桝   0暑
蓋     T-14(め 600)

上流継手
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